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後索 を上行す る CGRP 含有
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　後根神経節（bRG）か らの
一
次求心線維の 中

枢 へ の 投射路には、後角で 終わ るもの と 、 後

索を上行して後索核に終わ るもの とがある。

前者に つ いて は 、 substance 　Pは じめ種々の

peptide の 関与が明 らか にされ てい るが 、 後

者に つ いて は報告がない 。

　最近我々は、後索、特に薄束に 多数の

calcitoningene −related 　 peptide（CGRP）陽
性線維を認め、後索を切断す ると切断部の 下

方 にCGRPが蓄積する こと よ の 、 これ らは上行

線維であ る こ とを見 い 出した 。

一
方、DRGに

は 、 小型細胞 に加え中 〜 大型の CGRP陽性細胞

が認め られ る こ とはよ く知 られて い る。 そ こ

で後索に 蛍光 トレーサーFast　Blue（FB）を注

入 し、胸 ・ 腰髄臘 Gで認め られ る FB標識細胞

が CGRP陽性 を示すか どうかを検討 した。
　 FB標

識細胞は各 レベ ルで 均等に認め られ（Th4−L5

）、 その ほ とんどが 中〜大型で あ っ た 。 その

うちの 約 10XがCGRP陽性を示 し、全て大型細

胞であ っ た。CGRP陽性細胞はそ の 80％が小型

細胞で 、残 りが中〜大型で ある 。

　以上より、DRGの CGRpwa性大型 細胞の
一

部

が 、 脊髄後角に は終わ らず、後索を上行 して

後索核に終 わるこ とが明 らか とな っ だ 。 その

機能的意義に つ いて 考察を加えたい 。

目的 ： 哺乳類の 脳か ら分離精製 された フ ォ ド

リ ン は 赤血 球の ス ペ ク ト リ ン と共通 の 性質を

多 く持 ち ， 膜構造 の 維持に 関係 して い ると考

え られて い る が ，そ の 局在に つ い て は，未だ

一一部 の 細胞 にお い て しか 明 らか に されて い な

い 。今 回我 々 は網膜色素．L皮細胞 （RPE ）に お

け る フ ォ ドリ ン の 局 在を免疫細 胞化学的に 検

索 した の で 報告す る。

材料 と方法 ：成熟 ラ ッ トの 眼球を，3 −8％ ホ ル

ム ア ル デ ヒ ドあ るい は 3−8％ホ ル ム ア ル デ ヒ ド

と0．1％ グル タ ル ア ル テ ヒ ドの 混 合液に て 灌流

囲定 した後 ， 光顕用及び電顕用の 凍結切片を

作 成 し免疫標識を行 っ た 。

一一
次抗体 と して 抗

ラ ッ ト脳 フ ォ ドリ ン，二 次抗体と して FITC 標

識あ る い は フ ェ リチ ン 標 識の 抗体を 用 い た 。

結果 と考察 ： 光顕で は，RPE の 基底部及び頂

部に 蛍光標識が 強 く認 め ら れた が，細胞 間 部

の 標識 は 明確で なか っ た 。 電 顕で は ，フ ェ リ

チ ン 標識 は
， 基底陥入部の 形質膜に 沿 っ て ，

及び頂部微絨毛の 某 部付近 に 多く観 察された 。

また
， 細胞間部で は形質膜に 沿 っ て わずか に

標識 が見 られ た 。 視細胞外節 貪食時の フ ォ ド

リ ン の 動態及び 他の 細胞骨格成分 との 関連 に

つ い て 今後検討 する予定 で あ る。
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